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花束を受け取る坂本市長

坂
本
初
代
市
長
が

　
　
　
　
　
　
初
登
庁

坂井市での５つの「育み」 

こ
の
ほ
ど
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
市
政
運
営
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
﹁
坂
井
市
﹂

に
対
す
る
大
き
な
期
待
を
身
に
し
み
て
、

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
市
長
と

し
て
の
責
務
の
大
き
さ
を
改
め
て
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

坂
井
市
は
、
坂
井
郡
と
し
て
長
い
歴

史
と
と
も
に
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら

歩
ん
で
き
た
四
つ
の
町
が
垣
根
を
は
ず
し
、

ひ
と
つ
に
な
っ
て
誕
生
し
た
市
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
四
町
の
個
性
を
尊
重
し
、

子
供
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く

の
市
民
の
交
流
の
場
を
増
や
す
な
ど
、

互
い
の
融
和
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
が
政
策
方
針
と
し
て
示
し
ま

し
た
﹁
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
﹂
を
軸
と
し
ま
し

て
、
本
市
の
発
展
と
、
市
民
の
皆
様
の
幸

せ
実
現
の
た
め
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち

な
が
ら
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

坂
本
市
長
は
25
日
︵
火
︶
に
初

登
庁
し
ま
し
た
。
市
役
所
本
庁

前
で
職
員
や
市
民
ら
約
3
0
0

人
に
迎
え
ら
れ
、
お
祝
い
の
花

束
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

就
任
式
で
市
長
は
、
幹
部
職

員
約
１
５
０
人
を
前
に
﹁
創
意
・

工
夫
で
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
職
員
と
し
て
の

責
任
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た

い
﹂
と
初
訓
示
。
ま
た
、
﹁
市

の
発
展
と
市
民
の
幸
福
実
現
の

た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
﹂
と
市
政
運
営
へ
の

決
意
も
語
り
ま
し
た
。

式
の
後
、
市
長
室
で
伊
藤

平
一
郎
市
長
職
務
執
行
者
と

の
事
務
引
継
ぎ
を
終
え
、
坂

本
市
長
の
手
に
坂
井
市
の
舵

が
渡
り
ま
し
た
。

市
長
の
任
期
は
４
年
で
す
。

坂
井
市
政
の
舵
取
り
役
を
決
め
る
市
長
選
挙
が
４
月

23
日︵
日
︶に
行
わ
れ
、
初
代
市
長
に
坂
本
憲
男
氏︵
59
歳
・

三
国
町
下
野
︶が
当
選
し
ま
し
た
。

幹
部
職
員
に
初
訓
示

▲伊藤市長職務執行者から事務を引継ぐ

市長プロフィール

坂 本　憲 男
昭和22年2月生

趣味　釣り、ガーデニング

【公職歴】

昭和58年3月

　三国町議会議員に初当選（4期）

平成3年4月

　三国町議会議長に就任

平成10年4月

　三国町長に初当選

平成16年8月

　坂井郡四町合併協議会会長

平成18年4月23日

　坂井市長に就任

「四町融和のまちづくり」を「四町融和のまちづくり」を「四町融和のまちづくり」を

坂井市民とのお約束 坂井市民とのお約束 
　「四町融和のまちづくり」を掲げ、地域の個性と特色を生かしつつ、新

市としての新しい文化を育てていきます。

　また、県との連携を強化し、県下2番目の人口を持つ「坂井市」として

の誇りと役割を市民のみなさんと一緒に力を合わせてつくり上げ、また

果たしていきます。

坂井市での５つの「育み」 
将来の宝、「子供たち」の夢を育む

『子育て・教育』
○少子化対策　○家庭・地域教育　○郷土教育　○学校教育

四町の融和と個性あるまちづくり機運を育む

『交流・まちづくり』 
○社会・情報の基盤整備　○協働のまちづくり・地域振興

○アイデンティティ・交流　○防災・防犯

お年寄りにやさしい心とまちを育む

『福祉』
○医療と健康づくり　○相互扶助の地域福祉　○高齢者の生きがいづくり

誇りの持てる自然とふるさとを育む

『環境』
○歴史文化の伝承、保全　○自然保護、環境保全

キラリと光る技術や活力のある産業を育む

『産業』
○1次産業の活性化　○持続可能な商業ビジョン　○観光戦略づくり

○地域ブランド戦略・雇用の確保　○物流空港、物流港

坂
井
市
長　

坂 

本
　
憲 

男

さ か　 も と　　　 の り      お
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市民の代表 30人 決定 市民の代表 30人 決定 　市議会議員選挙が4月23日（日）に行われ、次のみなさんが当選されました。

任期は、4年間です。

　議員には、これからの市政運営に向け、抱負や意気込みを語ってもらいました。

※敬称略。（　）カッコ内は年齢と行政区

掲載は右上から得票順です。

　市民の皆様の

声をよく聞き、

子育て支援、高

齢者が暮らしや

すい安心安全の

街を目指す。

永 井　純 一
なが     い         じゅん  いち

（49歳・春江町江留中）

　人の心を大切

にし、心の痛み

を分かち合うよ

うな姿勢で、議

会活動に全力を

尽くします。

山 本　洋 次
やま    もと        よう     じ

（63歳・三国町下真砂）

　個性を活かし

たまちづくり、

安全安心な暮ら

し、民主導型へ

の行財政改革を

目指します。

大和  久米登
やま   と　      く     め    と

（50歳・三国町久宝持）

　新坂井市民の融

和と開かれた行

政。老壮青全員参

加、誰もが住みた

くなる農商工、夢

の街づくり。

岡 本　正 義
おか   もと　     まさ    よし

（63歳・坂井町清永）

　熱い心、誠実と

実行をモットーに

公約実現のため、

努力します。

広 瀬　潤 一
ひろ     せ　     じゅん  いち

（57歳・三国町黒目）

　旧四町が団結し

て市民の生活が豊

かになるよう、子

供からお年寄りま

でが日本一住みよ

い街となるよう努

めていきたい。

釣 部　勝 義
つる     べ　       かつ    よし

（66歳・丸岡町朝陽）

　新生「坂井市」

の豊かな街づく

り。そして発展の

ために融和をもっ

て努力します。

橋本  幸一郎
はし もと　   こう いち ろう

（54歳・丸岡町近庄）

　生活者起点での

住民主役のまちづ

くりを通し、四町

の融合に真剣に取

り組み、幸せの実

現に取り組む。

嶋 　正 宏
しま    さき　     まさ    ひろ

（59歳・春江町西太郎丸）

　坂井市発展のた

め、市民の融和と

協働の都市づくり

を目指してがんば

ります。

橋 本　充 雄
はし　もと　　　みつ　  お　

（48歳・春江町沖布目）

　地域の声の代弁

者として、地域と

市政の距離を縮め

ることと共に、坂

井市のセールスマ

ンを目指します。

前 田　嘉 彦
まえ     だ　       よし   ひこ

（48歳・丸岡町上安田）

　あなたの声が

私の仕事です。

若い世代、子育

て世代の代弁者

として精一杯が

んばります。

藤 澤　寛 司
ふじ    さわ　     ひろ　  し

（31歳・丸岡町高田）

　行財政の効率化

と住民参画による

均衡のとれた特徴

ある「街づくり」

を目指し取り組み

たい。

酒 井　英 夫
さか     い　       えい     お

（65歳・丸岡町下安田）

　「みんなで創ろ

う、坂井市」が私

の目標です。目標

に向かって、全力

投球致します。

東 野　栄 治
ひがし   の　       えい     じ

（47歳・春江町為国中区）

　次世代のため

に、新生坂井市の

発展に、全力で取

り組みます。

豊 原　春 雄
とよ　はら　　　はる　  お　

（66歳・丸岡町田屋）

　豊かさが実感

でき、住みやす

くなるようみん

なで考え・創る

開かれたまちづ

くりに努める。

山 田　　 栄
やま　  だ　　　　　　さかえ

（57歳・丸岡町舟寄1区）

　感謝の心を忘れ

ず、小さな声を形

にするため、市民

と共に歩んでいき

ます。

田中  千賀子
た　なか　　 ち    か    こ　

（58歳・三国町宿）

　新市の一体性の

強化、産業の活性

化を図り、安心し

て住み続けられる

環境づくりを推進

する。

前 川　重 雄
まえ    かわ　     しげ      お   

（56歳・丸岡町石上）

　私は、地域の暮

らしを大切に、地

域の人々のために

一生懸命取り組み

ます。

高 間　正 信
たか　  ま　　    まさ   のぶ

（57歳・春江町江留中）

　新市発足一カ

月。市民から不

安と不満の声が。

合併のゆがみを

正す役割を果た

したい。

松 本　　 朗
まつ　 もと　　　　　 あきら　

（46歳・春江町中筋北浦南）

　子供たちは未

来そのもの。安

心した未来と四

町の個性を生か

した街づくりに

がんばります。

畑野  麻美子
はた  の         ま    み    こ 

（56歳・丸岡町西瓜屋１の１）

　座右の銘は「吾

唯足ヲ知ル」。新

生坂井市と市民と

なった皆様の発展

の礎となり、がん

ばります。

伊 藤　聖 一
い　  とう        せい    いち

（47歳・坂井町館）

　今までの経験と

知識を生かし、幸

せな暮らしと明る

い街づくりの推進

に取り組んでまい

ります。

木 村　　
き　  むら        　　　つよし

（62歳・坂井町宮領）

　恵まれた自然と

共生し、安全で安

心快適に暮らせ

る、にぎわいのあ

る坂井市を目指し

ます。

西 岡　紀 夫
にし   おか　     のり     お

（63歳・丸岡町八ツ口）

　人と自然と文化

が共生するまち、

住民が主体の元気

な新生坂井市に発

展させたい。

西 端　　 勲
にし　ばた　　　　　 いさお　

（61歳・春江町中庄）

　活力ある美し

い心温かい街、

市民の納得のい

く楽しい街づく

りにしたい。

岡 田　十 八
おか　  だ　  　  そう    はち

（63歳・三国町浜滝谷）

　市民の皆様と

共に安心・安全

のまちづくり、

住みたくなるま

ちづくりに努力

致します。

川 畑　孝 治
かわ　 ばた　　  たか　はる　

（48歳・春江町江留下屋敷）

　当初は地区意識

の強い市制になる

と思います。私は

議会内の潤滑油の

役割に徹します。

木 下　恒 則
き の し た　　  つね    のり

（67歳・三国町水居）

　行財政改革の

中、環日本海時代

を迎え、福井新港

と共に栄える坂井

市の躍進を目指し

ます。

小田原 幸四郎
お   だ  わら   こう  し  ろう 

（73歳・三国町安島）

　新生坂井市が安

心安全なふるさと

になるよう最先頭

に立って働いてま

いります。

辻　 　人 志
つじ　　　　　　ひと　　し

（48歳・三国町山上西）

　坂井市は、自然

に恵まれ、地域の

皆様と一体にな

り、環境にやさし

い緑豊かな、明る

い住みよい街に。

西 野　清 志
にし　  の　       きよ　  し

（71歳・坂井町長屋）

われ

ただたる し
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▲大賞作品を歌で披露する小室さん

▲選ばれた古城さくら小町
　右から本根さん、前田さん、坂口さん

▲優秀賞に輝いた伊達さん

▲三国祭の６基の山車

▲寄付金を手渡す今垣さんと
　水上さん（左端）

▲なんぼや踊り唄

千
古
の
家
　
屋
根
の
葺
き
替
え
中 

東
近
畿
支
部
消
防
職
員
意
見
発
表
大
会  

伊
達
さ
ん
が
優
秀
賞 

ふ

丸
岡
城 

桜
ま
つ
り
開
催

な
ん
ぼ
や
踊
り
唄

三
国
町
安
島
地
区
の
盆
踊
り

唄
。
江
戸
時
代
、
北
前
船
の
船

乗
り
に
よ
っ
て
岩
手
、
青
森
方

面
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
体
的
に
伸
び
伸
び
と

し
て
大
変
緩
や
か
な
テ
ン
ポ
が

特
徴
で
、
歌
詞
が
多
く
記
録
上

は
2
6
0
節
も
あ
り
ま
す
。
伴

奏
楽
器
は
な
く
、
踊
り
手
が
手

拍
子
を
し
ま
す
。

三
国
祭

三
国
町
山
王
の
三
國
神
社
例

大
祭
。
５
月
20
日
の
祭
り
中
日
、

巨
大
な
武
者
人
形
を
載
せ
た
山

車
６
基
が
町
内
を
巡
行
。
山
車

下
段
に
は
、
は
や
し
方
が
乗
り

ま
す
。
武
者
人
形
が
定
着
し
た

の
は
18
世
後
半
で
、
明
治
時
代

に
は
10

を
超
え
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

丸
岡
町
に
あ
る
国
指
定
重
要

文
化
財
﹁
千
古
の
家
﹂
の
茅
葺

屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
が
４

月
１
日
︵
土
︶
か
ら
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

屋
根
の
葺
き
替
え
は
約
10
年

ぶ
り
。
工
事
は
７
月
末
ま
で
行

わ
れ
、
作
業
の
様
子
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

緑
の
山
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か

な
風
景
に
立
つ
千
古
の
家
は
、

江
戸
時
代
初
期
に
建
て
ら
れ
た

県
内
最
古
の
民
家
。
正
面
は
入

母
屋
造
り
で
、
背
面
が
寄
棟
造

り
の
茅
葺
屋
根
で
、
外
回
り

は
杉
皮
張
り
の
壁
に
障
子
の

白
が
清
楚
な
美
し
さ
を
み
せ

て
い
ま
す
。

古
い
家
の
造
り
を
う
か
が
え

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

問
合
先　
千
古
の
家67

│

２
１
１
１

全
国
消
防
長
会
東
近
畿
支
部

消
防
職
員
意
見
発
表
大
会
が
４

月
26
日
︵
水
︶
、
京
都
市
の
﹁
は
る

る
京
都
﹂
で
開
催
さ
れ
、
嶺
北

三
国
消
防
署
の
伊
達
一
消
防
副

士
長
が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

伊
達
さ
ん
は
、
第
24
回
県
下

消
防
職
員
意
見
発
表
大
会
︵
４

月
８
日
︵
土
︶・
福
井
市
消
防
局

で
開
催
︶
で
最
優
秀
賞
を
獲
得

し
、
県
代
表
と
し
て
出
場
。
東

尋
坊
で
の
救
助
活
動
で
感
じ
た

こ
と
を
﹁
絆
﹂
と
題
し
て
発
表

し
、
﹁
命
と
は
途
方
も
な
く
計

り
知
れ
な
い
重
い
も
の
﹂
と
訴

え
ま
し
た
。

   

競
艇
選
手
の
今
垣
光
太
郎
さ

ん
︵
小
松
市
︶
か
ら
４
月
７
日

︵
金
︶
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

１
０
０
万
円
を
寄
付
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

浄
財
は
、
３
月
に
開
催
さ
れ

た
三
国
開
設
52
周
年
記
念
レ
ー

ス
で
優
勝
賞
金
の
一
部
。
今
垣

さ
ん
は
当
記
念
レ
ー
ス
で
は
福

井
支
部
の
選
手
と
し
て
21
年
ぶ

り
の
優
勝
を
飾
り
、
社
会
福
祉

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
市
長

室
で
豊
永
雄
勝
会
長
に
寄
付
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
畿
地
区
公
営
競
技

︵
競
艇
・
競
輪
・
競
馬
︶
の
選
手

会
か
ら
も
同
日
、
社
協
に
28
万

1
1
4
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
、
同
選
手
会
が
３

月
に
行
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
球
技

大
会
で
得
た
収
益
金
で
す
。

選
手
会
を
代
表
し
て
競
艇
選

手
福
井
支
部
の
水
上
浩
充
さ
ん

︵
金
沢
市
︶
が
豊
永
会
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

坂
井
市
初
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
丸
岡
城
桜
ま
つ
り
が
、

4
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
４
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
た

8
日
︵
土
︶
と
9
日
︵
日
︶
、
丸
岡
体
育
館
や
霞
ヶ
城
ふ
れ

あ
い
広
場
な
ど
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

約
２
万
人
の
花
見
客
ら
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
が
４
月
25
日(

火)

、
当
市
の
﹁
な
ん

ぼ
や
踊
り
唄
﹂
と
﹁
三
国
祭
﹂
を
県
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
し
ま
し
た
。

古
城
さ
く
ら
小
町
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
、
15
人
が
出
場
。
出
場

者
は
自
分
の
特
技
の
紹
介
や
、

﹁
坂
井
市
の
お
勧
め
し
た
い
と

こ
ろ
は
？
﹂
な
ど
の
質
問
攻
め

に
も
的
確
に
答
え
る
な
ど
し
て
、

審
査
員
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

し
た
。

審
査
の
結
果
、
坂
口
知
賀
子

さ
ん
︵
24
歳
・
坂
井
町
朝
日
︶
、

本
根
浩
子
さ
ん
︵
21
歳
・
三
国

町
安
島
︶
、
前
田
悠
希
さ
ん
︵
19

歳
・
あ
わ
ら
市
︶
の
３
人
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

３
人
は
２
年
間
、
坂
井
市

の
観
光
宣
伝
隊
と
し
て
活
躍

し
ま
す
。

﹁
愛
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
家
族

や
友
人
と
の
往
復
書
簡
に
よ
る

や
り
取
り
を
作
品
と
し
て
全
国

か
ら
約
２
万
３
千
篇
が
応
募
さ

れ
、
厳
し
い
審
査
を
通
過
し
た

大
賞
や
秀
作
、
住
友
賞
な
ど

1
4
８
作
品
を
表
彰
し
ま
し
た
。

声
優
の
白
石
冬
美
さ
ん
と

丸
岡
高
校
放
送
部
員
４
人
の

作
品
朗
読
と
と
も
に
受
賞
者

が
次
々
に
登
壇
。
心
温
ま
る

作
品
に
、
会
場
を
埋
め
た
約

4
0
0
人
は
一
様
に
陶
酔
し

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
評
で
、
選
考
員
の
西
ゆ
う

じ
さ
ん
は
﹁
地
元
福
井
県
の
作

品
が
最
も
多
く
、
い
い
作
品
が

目
立
っ
た
。
長
年
の
積
み
重
ね

の
表
れ
だ
ろ
う
﹂
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

中
山
千
夏
さ
ん
と
佐
々
木
幹

朗
さ
ん
を
交
え
、
小
室
等
さ
ん

が
大
賞
作
品
に
曲
を
付
け
た
歌

を
披
露
す
る
な
ど
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
も
開
か
れ
、
会
場
は
終
始
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

丸
岡
城 

桜
ま
つ
り
開
催

花
見
を
楽
し
む
客
ら
で

　
　
　
大
い
に
に
ぎ
わ
う

　第３回新・一筆啓上賞「日本一小さな

物語」の顕賞式が４月８日（土）、丸岡体

育館で盛大に開かれました。

新・一筆啓上賞  「愛」の顕賞式新・一筆啓上賞  「愛」の顕賞式


な
ん
ぼ
や
踊
り
唄



な
ん
ぼ
や
踊
り
唄



三
国
祭



三
国
祭


が
県
指
定
文
化
財
に

が
県
指
定
文
化
財
に


な
ん
ぼ
や
踊
り
唄



三
国
祭


が
県
指
定
文
化
財
に

大賞受賞者に表彰状大賞受賞者に表彰状

花見客らでにぎわう霞ヶ城公園

茅葺職人によって作業が進められている千古の家

か
や

ぶ
き

ふ

い
り

も
　 

や

よ
せ 

む
ね

ゆ
う
し
ょ
う

ひ
ろ 

み
つ

ほ
ん  

ね

ゆ
う   

き

ち
　
か
　
こ

は
じ
め

き
ず
な

今
垣
さ
ん 

社
協
へ
寄
付 
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　新・一筆啓上賞と丸岡城を題材にした「ふるさと切

手」が全国一斉発売された日、丸岡郵便局（岡本敏局

長）が発売記念イベントを行いました。

　イベントでは、市内の新・一筆啓上賞大賞受賞者へ

のふるさと切手の贈呈や、今福幼保園児34人による家

族にあてた感謝の手紙の投函が行われました。また、新・

一筆啓上賞のテーマ「愛」にちなんで、県内に住む名

前に「愛」の付く人たちにも記念品が贈られました。

「ふるさと切手」発売記念イベントを開催
　旧4町の地区婦人会が「坂井市女性の会」と一つと

なり、設立総会がいねすで開かれました。

　初代会長の野田美智子さんをはじめとする新体制の下、

参加者は「活力ある社会を築き、いきいきとした地域

活動を展開しよう」の活動方針を掲げ、発展を目指し

て決意を固めました。

　同会では、今年度、研修会・講演会の開催や地産地

消の推進と伝承料理講座の開催などを計画しています。

坂井市女性の会が発足

　丸岡南中学校の開校式が同校体育館で盛大に行われ

ました。新入生と丸岡中学校から編入した２・３年生

や保護者ら約550人が出席し、新たな第一歩を祝いま

した。

　式で、西川憲弥教育長が開校を宣言、水 亮博教育

委員長から伊藤俊英校長に校旗を授与。３年生の黒田

茉希さんが生徒を代表して喜びの言葉を述べました。

　開校式に続き、第１回入学式も行われました。

丸岡南中学校で開校式 教科センター方式スタート
　春江東小学校の体育館建設工事の安全祈願祭が春江

町中筋地係で行われ、伊藤市長職務執行者や工事関係者、

地権者ら約30人が出席しました。

　建設される体育館は、鉄筋コンクリート造の2階建

てで、延べ面積1,368㎡。来年1月末、完成予定です。

　同校は、来春の開校を目指して工事が進められてい

ます。

春江東小学校　来年4月開校に向けて

　雄島漁業協同組合(道ノ下昇組合長)が三国町の米ヶ脇、

安島、崎、梶の海岸でアワビの稚貝を放流しました。

　海女たちの手で行われ、3ｃｍほどに育った約５万

個の稚貝を海中に潜って岩陰に放っていました。

　3、4年で10cmほどに育ったアワビが水揚げされ

ます。

アワビ稚貝約５万個を放流
　伊藤平一郎市長職務執行者の退任式が市多目的研修

集会施設で行われました。

　幹部職員約100人を前に、伊藤市長職務執行者が最

後のあいさつ。合併日から約１カ月間の仕事を終えま

した。

　式の後、庁舎前で花束が贈られ、職員の温かい拍手

に包まれながら、市役所を後にしました。

伊藤市長職務執行者が退任

　千余年もの歴史を持つ「雄島祭り」が三国町安島地

区で行われ、担ぎ手の威勢のいい掛け声とともに舟み

こしが地区内を練り歩きました。　

　祭り終盤、雄島へ渡ったみこしは大湊神社近くの港

に到着。舟みこしとともに担ぎ手が海へと入ると、祭

りの盛り上がりも最高潮に。地元住民からの声援と観

光客らからの大きな拍手が沸き起こる中、担ぎ手たち

は見事に対岸までの約50ｍを泳ぎ渡りました。

航海安全と豊漁を祈願し「雄島祭り」
　木部小学校・幼稚園の児童ら116人が坂井町木部東の

伊藤農園でイチゴ狩りを楽しみました。

　イチゴ狩りは、食育と農業への関心をもってもらおう

と実施。伊藤農園からの招待で行われました。

　児童らは、生産者の伊藤浩一さんから収穫時期や取り

方などの説明を受けた後、ハウスへ。もぎたてのイチゴ

のおいしさを堪能したり、まだ白いイチゴと味の比較な

ども行ったりしていました。

もぎたてイチゴに木部小児童ら大満足！

5月号広報
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4.64.124.20

4.84.13

4.21

4.27

ま　き

あきひろ
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んなの

み

んなの

み

んなの
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4・5月のハッピーバースデー4・5月のハッピーバースデー4・5月のハッピーバースデー

第2回チャリティー

おたまじゃくし歌謡発表会
と　き　6月4日(日)

　　　　12:30〜16:30

ところ　霞の郷多目的ホール

主　催　おたまじゃくしの会

協　力　よさこい、吟舞、大正琴

問合先　金崎 　　66-1244

坂井市グラウンドゴルフ協会 
会員を募集中！

　市グラウンドゴルフ協会を4

月9日（日）に設立しました。

　グラウンドゴルフは、市民

の融和を図り、また健康のた

めには最高です。市民ならど

なたでも加入できますので、

興味のある人はぜひ、参加く

ださい。

会　費　300円/年

設立記念大会を開催します 
と　き　5月27日(土)8:30〜

　　　　※小雨決行

ところ　ハートピア春江芝生広場

申込・問合先

事務局　　　寺前　  72-2724

三国町代表　長山　  82-0841

丸岡町代表　早水　  66-0778

春江町代表　門脇　  51-8804

坂井町代表　上坂　  66-3017

日展入賞作品など
洋画作品約800点を公開
　約70年にわたり描いてきた

作品など約800点を自宅にて公

開しています。

　日展入賞作品「雪景色」な

どを含む0号から100号までの

作品を収蔵しています。

　絵に興味のある人は、ぜひ、

ご覧ください。

ところ　三国町北本町三丁目

　　　　３−19（金鳳寺前）

問合先　中村清二

81-3748

市民吹奏楽団
メンバーを募集中！

　坂井市文化協会に所属する

市民吹奏楽団「春江ブラスコ

ンコード」では、広く市民の

メンバーを募集しています。

　趣味や余暇の楽しみの一つ

として、私達のバンドで一緒

に楽しく練習しませんか。年

齢・性別は問いません。吹奏

楽に興味があり、毎週木曜日

の夜の練習に参加できる人は、

ぜひご連絡ください。

 演奏会のご案内や練習日程な

ど詳しくはホームページをご

覧ください。

練習場所　春江中公民館大ホール

問 合 先　

春江ブラスコンコード　漆崎

　 090-1314-5391

 　h_bracon@yahoo.co.jp

 　http://www.geocities.jp/h_bracon/

毎日、

元気いっぱいで、

お姉ちゃんとお兄ちゃんと

仲良く遊んでいます。

松浦　茜 ちゃん （2歳・春江町石塚）父：永敏さん　母：みゆきさん

まつうら　あかね

毎日、

元気いっぱいで、

お姉ちゃんとお兄ちゃんと

仲良く遊んでいます。

植松　知広 ちゃん （1歳・丸岡町新鳴鹿2丁目）

父：秀昌さん　母：寿美恵さんうえまつ　  ともひろ

1歳になりました。

よちよち歩きでお散歩だいすき！
1歳になりました。

よちよち歩きでお散歩だいすき！

小西　颯斗 ちゃん （1歳・春江町江留中）

父:宏明さん　母:美紀さん

 こ  にし　   はや  と

ちょっと泣き虫なボクだけど、
アンパンマンみたいに
みんなを守ってあげるんだぁ〜

ちょっと泣き虫なボクだけど、
アンパンマンみたいに
みんなを守ってあげるんだぁ〜

田嶋　愛弓 ちゃん （3歳・春江町境上町）

父：宗丈さん　母：智代さん

 た じま　     あ  ゆみ

毎日がたのしいです♪  みんなありがと。

毎日がたのしいです♪  みんなありがと。

久守　琉誠 ちゃん （2歳・三国町新緑ヶ丘団地）
父:健一さん　母:江身子さん

ひさもり    りゅうせい

運動公園保育所

うさぎ組の

琉ちゃんです。

ヨロシク

運動公園保育所

うさぎ組の

琉ちゃんです。

ヨロシク

小林　奈菜 ちゃん （１歳・春江町東太郎丸）父：康夫さん　母：志津子さん

こばやし　 　な   な

く
つ

を
はいて歩けるようになったよ。

お
外で、い

っぱい遊びたいな！

く
つ

を
はいて歩けるようになったよ。

お
外で、い

っぱい遊びたいな！

掲示板掲示板掲示板掲示板掲示板

み

んなの

参
加
者
か
ら
好
評
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ッ
チ
ン

観
光
資
源
な
ど
が
決
し
て
多

い
と
は
い
え
な
い
春
江
町
。
そ

れ
な
ら
自
分
た
ち
の
手
で
魅
力

を
創
造
し
、
春
江
を
一
番
面
白

い
町
に
し
よ
う
。
そ
ん
な
思
い

で
集
ま
っ
た
、
そ
れ
が
﹁
春
江

大
好
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
だ
。

春
江
に
町
お
こ
し
の
グ
ル
ー

プ
を
作
り
た
い
と
、
木
川
直
美

さ
ん
ら
３
人
が
中
心
と
な
り
、

昨
年
設
立
。
毎
月
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
内
容
の
楽
し
さ

は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
の
出
会
い

の
場
を
提
供
し
よ
う
と
活
動
し

て
い
る
。
４
月
に
初
の
イ
ベ
ン

ト
﹁
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ッ
チ

ン
﹂
を
開
催
。
42
人
が
参
加
し
、

英
語
を
使
っ
た
料
理
教
室
と
イ
ー

ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
を
楽
し
ん
だ
。

副
代
表
の
藤
井
洋
子
さ
ん︵
春

江
町
東
太
郎
丸
︶
は
初
イ
ベ
ン

ト
の
感
想
を
﹁
思
っ
た
以
上
の

反
応
。
新
し
い
企
画
を
み
ん
な

が
求
め
て
い
た
の
で
は
﹂
と
コ

メ
ン
ト
。
﹁
メ
ン
バ
ー
が
増
え

れ
ば
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
﹂
と
手
ご
た
え
を
感

じ
て
い
る
。

代
表
の
木
川
さ
ん
は
﹁
人
は

財
産
。
魅
力
あ
る
人
と
の
出
会

い
、
そ
し
て
人
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、
春
江
は
も
っ

と
楽
し
い
街
に
な
る
﹂
と
声
を

弾
ま
せ
る
。

５
月
12
日
︵
金
︶
に
﹁
は
る

え
寄
席
﹂
、
６
月
３
日
︵
土
︶
に

﹁
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
﹂
の
開

催
を
予
定
。
ま
た
、
単
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
く
だ
け
で
な
く
、
そ

こ
で
春
江
の
魅
力
も
紹
介
し
て

い
る
。
活
気
あ
る
春
江
を
目
指

し
て
励
ん
で
い
る
熱
気
の
あ
る

グ
ル
ー
プ
だ
。

お
知
ら
せ
情
報
を
募
集
！ 

催
し
、
募
集
、
個
人
や
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
お
知
ら
せ
な

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
全
市
民
を
対
象
に
す

る
も
の
に
限
り
、
営
利
目
的

や
政
治
・
宗
教
に
関
す
る
も

の
を
除
き
ま
す
。

※
こ
の
欄
は
、
必
ず
実
名
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
応
募

者
多
数
の
場
合
、
先
着
順

と
し
ま
す
。

申
込
締
切　
掲
載
希
望
月
前

　
　
　
　
　
月
の
５
日
ま
で

「
今
月
の
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」

を
募
集
！ 

掲
載
月
に
誕
生
日
を
迎
え

る
３
歳
ま
で
の
元
気
っ
子
を

募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
写
真
に
コ
メ
ン
ト
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
両
親
の

名
前
、
電
話
番
号
を
添
え
て
、

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
毎
月
６
人
ま
で
掲
載
。
先

着
順
。

申
込
締
切　
掲
載
希
望
月
前

　
　
　
　
　
月
の
５
日
ま
で

﹁
私
た
ち
の
活
動
を
ぜ
ひ

取
材
し
て
ほ
し
い
﹂
と
い
う

明
る
く
元
気
な
仲
間
た
ち
か

ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
他
薦
で
も
可
。

※
月
１
グ
ル
ー
プ
で
す
の
で
、

掲
載
希
望
月
に
添
え
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

広
報
さ
か
い
で
は
、
行
政
と
市
民
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
﹁
み
ん
な
の
掲
示
板
﹂
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
掲
示
板
は
、
催
し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介
、
募
集
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
情
報
で
作
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

そ
こ
で
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
元
気
な
子
供

の
写
真
と
コ
メ
ン
ト
、
ぜ
ひ
取
材
に
き
て
ほ
し
い
と
い
う
熱
意
の

あ
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
左
記
の
内
容
で
募
集
を
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
秘
書
広
報
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
掲
載
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　
秘
書
広
報
課
　

〒
９
１
９
│

０
５
９
２  

坂
井
町
下
新
庄
１
│

１  

坂
井
市
役
所  

本
庁

　

50
│

３
０
１
２
　
66
│

４
８
３
７
　ko

u
h
o

u
@

city.fu
ku

i-sakai.lg.jp

春江町を県内一面白い町にしたい 

春江大好きプロジェクト　　メンバー　15人

代　　表　木川直美さん（春江町随応寺・前列右から２番目）

コメント　「メンバー大募集。「春江町を県内で一番おもしろい町にしたい」とい

う熱い思いを胸に抱く人はぜひ」

連 絡 先　代表　木川　　090-4323-3714

編
集
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

編
集
室
か
ら
の
お
知
ら
せ 

編
集
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

編
集
室
か
ら
の
お
知
ら
せ 

編
集
室
か
ら
の
お
知
ら
せ 

取
材
を
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
！ 

①



申込期限　５月22日（月）　　申込・問合先　市民生活課 　50-3030

　市では、市内中小企業者の

経営安定と設備充実に必要な

事業資金調達のため、金融機

関と提携し、中小企業者向け

の融資制度を創設しました。

　ぜひご活用ください。

< 坂井市中小企業事業振興資金 >

13 12

中小企業者向け
融資制度を

ご活用ください！

中小企業者向け
融資制度を

ご活用ください！

クロマツを守ろう！−薬材地上散布にご協力ください−クロマツを守ろう！−薬剤地上散布にご協力ください−

申込先　取扱金融機関は次の

とおりです。

○福井銀行　三国･丸岡･春江･  

坂井町支店

○福井信用金庫　三国･丸岡

営業部、雄島･

横地･春江中央･

坂井支店

○福邦銀行 三国･丸岡 ･ 春江 

支店

○北陸銀行　三国支店

　この制度を利用された人は、

利子補給を受けることができ

ます。補給期間は返済開始後

３年間、補給利率は年 1.0％

です。

問合先　商工観光課

50-3152

物品等入札参加資格審査申請書(追加分)を受け付けします 
　市が発注する物品などの入札参加資格申請（追加分）を受け付け。

分　　類　物品供給等(役務に係る業務委託を含む)

有効期間　平成19年4月末日まで

※旧町での申請者は、改めて申請を行う必要はありません

 
小規模工事等契約希望者登録申請書も受け付け 
　市小規模工事等契約希望者登録申請書を下記のとおり受け付

けします。小規模工事とは、内容が比較的軽易な工事で、1件の

契約金額が130万円未満のものです。

有効期間　平成20年5月末日まで

受付期間　随時受付（土・日曜日、祝日は除きます）※郵送受付可

　詳しくはホームページでご確認ください。監理課でも配布します。

提出・問合先　監理課　50-3021　 http://www.city.fukui-sakai . lg.jp/

　計量器（はかり）の定期検査を次の日程で行います。

　店や事業所などで取引・証明に使用しているはかり（家庭用は除

きます）は、2年に1度の定期検査を受けなければなりません。

　今年度は、丸岡町・春江町で実施しますので、該当するはかりを

お持ちの人は、必ず検査を受けてください。

　なお、定期検査を希望される場合には、申請書を送付しますので、

下記まで連絡ください。（※平成19年度は三国・坂井町で実施します）

青少年愛護センター
からのお知らせ

青少年愛護センター

　専門のカウンセラーによる

相談日を開設しました。相談

など気軽にお越しください。

秘密は厳守されます。一人で

悩まず、相談して前向きに生

きましょう。

対　象　6歳〜18歳までの青

少年とその親および

関係者

内　容　しつけに関すること・

友達関係・親子関係

学校関係・虐待その

他の被害など

相談日　毎週月・木曜日

　　　　※祝日は除く

時　間　9:00〜17:00

ところ　市青少年愛護センター

内カウンセラー室

　　　（春江中公民館内）

問合先　市青少年愛護センター

　51-9410 　51-9425

　県では、会社を定年後、農

業をやりたいと考えている人

を支援します。

●団塊の世代就農相談会

　定年退職を迎えている団塊

の世代などの就農を支援する

ための相談会を開催します。

と　き　6月4日(日)

ところ　いねす（予定）

●ふくい田んぼ塾を開催

　定年後に就農を考えている

団塊の世代などが、現在の職

業に従事しながら将来の就農

に備え、稲作の基礎知識や技

術を習得するための研修会や

視察などを行います。

 研修会などは、年6回(場所

は坂井管内)、日曜日に開催

します。なお、一人6,000円

の負担が必要です。

申込期限　両事業とも、5月

末日までに申込書

に必要事項を記入

の上、下記まで申

し込みください

問 合 先　坂井農林総合事務所

農業経営支援部

　　　（三国町水居17−45）

　　　 82-2800

(内線521、522)

81-2769

団塊の世代などに対する 
就農支援と研修会の 

お知らせ 

今月の表紙

　田植えを前に水を張った田んぼ。雲ひ
とつないない青空が水面に写っている。
　家族総出の田植えで、苗箱洗いを手伝
う子供たち。「お姉ちゃん、すごい！ど
んどんきれいになっていくよ」

資金使途

融資

限度額

融資期間

貸付利率

運転資金

1,000 万円

設備資金

1,000 万円

５年以内
（ 据 置 期
間６カ月
を含む）

５年以内
（ 据 置 期
間６カ月
を含む）

長期プライムレート
による固定金利
（信用保証協会の保
証を受けた場合には
−0.3％）

からのお知らせひとりで悩まないで！ひとりで悩まないで！

　相談員が親身になって相談

に応じます。相談は無料で秘

密は守られます。

面接相談日

　月曜日〜金曜日9:00〜17:00

※女性相談は毎週火曜日休み

※ひとり親家庭相談は毎週水

曜日休み

問合・相談先

　児童家庭課　　　50-3042

※各総合支所福祉課でも受け付け

 
　5月28日(日)に開催を予定

しておりました坂井市春江

地区市民体育大会は、取り

止めとなりました。

問合先　春江総合支所 教育分室

　 51-9408

女性
相談

家庭
児童
相談

ひとり
親

家庭
相談

・結婚、離婚、男女問題

・夫や恋人からの暴力

・その他、人に言えない

こと　など

・児童虐待に関すること、

子育ての悩み

・不登校やいじめ、学校

生活の悩み　など

・貸付、自立支援給付金な

どの援助制度について

・住宅、就職問題につい

て　など

春江地区市民体育大会に 
ついてのお知らせ 

問合先　丸岡総合支所産業課　 68-0806

クマにご注意ください
　登山シーズンが到来し、山へ出かけることが多くな

るこの季節。クマに遭遇しないように注意しましょう。

　県内の山はクマの生息地です。どこの山でも

クマと出遭う可能性があります。これから山に

出かける人は、入山地域のクマ出没状況の確認

など用心しましょう。

　三国町の松林は約 380ha

あり、三国町の森林面積の約

９割を占めています。その役

割は雄島地区の海岸区域の防

潮林や三里浜に広がる防砂林

として活用されています。

　市では「松くい虫」の防除

対策を毎年実施していますが、近年の気象条件の急激な変化によっ

て松枯れが急激に進行しています。

　被害拡大の防止に越前加賀海岸国定公園内、県道、市道沿い

の徹底した薬剤地上散布を次の日程で行いますので、市民のみ

なさんのご協力をお願いします。

散布期間　1 回目　5 月 29 日 ( 月 ) 〜 6 月 2 日 ( 金 )

　　　　　2 回目　6 月 19 日 ( 月 ) 〜 21 日 ( 水 )

散布地区　○安島、崎、梶、陣ヶ岡の県道、市道沿い

　　　　　○三国町海浜自然公園 ※期間、海浜自然公園を閉鎖します

問 合 先　丸岡総合支所産業課　 68-0806

計量器（はかり）の定期検査のご案内計量器（はかり）の定期検査のご案内

受付時間

10：00〜12：00

13：00〜15：00

10：00〜12：00

13：00〜15：00

10：00〜15：00

10：00〜15：00

10：00〜12：00

13：00〜15：00

10：00〜15：00

と　き

6月1日(木）
 

6月2日(金）
 

6月5日(月）

6月6日(火）

6月7日(水）

6月8日(木）

ところ

春江南公民館

春江西公民館

春江中公民館

春江町内の巡回による検査

高椋公民館（鳴鹿、磯部、高椋地区）

高椋公民館（丸岡、長畝地区）

竹田公民館

丸岡町内の巡回による検査

丸岡町内の巡回による検査

検　査　会　場

水を張った田んぼの広がる坂井町で

5月号広報 5月号広報



5月号広報 5月号広報

市のすがた（4月1日現在）


人　口
 95,094人（−78人）

　男
 46,024人（−51人）


　女
 49,070人（−27人）



世帯数
 28,746戸（±0戸）
※（　）内は前月比　　訂正：3月20日現在の世帯数は28,746戸でした。

館蔵品展
  開催中
館蔵品展
  開催中

第17回

期　間　5月28日(日)まで

　　　　9:00〜17:00　　水曜日

ところ　みくに龍翔館

展示内容・三国と三好達治

　　　　・昭和初期ごろの

　　　　　ポスター

　　　　・海運関係資料

問合先　みくに龍翔館

　　　　　 82-5666

　犯罪被害、土地、建物、金

銭や家庭内のトラブルなど、

法律に関する問題全般につい

ての相談に応じます。

　相談は無料ですので、お気

軽にどうぞ。

と　き　5 月 21 日 (日)

　　　　10:30 〜 16:00

ところ　エルパ

　　　　( 福井市大和田町 )

申　込　当日、会場で受け付け

問合先　福井地方検察庁

　　　　企画調査課

28-8723

申込資格　・住宅に困窮し、収入基準に該当している人

　　　　　・税の滞納がない人など

家　　賃　世帯の収入に応じて決定します

申　　込　5 月 24 日(水)までに、市営住宅申込書や必要書類をそろ

えて申し込んでください　※申込多数の場合、抽選します

　詳しくは、下記まで問い合わせてください。
 

問合先　建設課　 50-3051

三国総合支所土木課 82-8905  丸岡総合支所土木課 68-0807

春江総合支所土木課 51-9406  坂井総合支所土木課 50-3065

　(財)県体育協会では、下記

日程で「生涯スポーツフェス

タ」を行い、競技ごとに体験

コーナーが設置されます。

　どなたでも参加できますので、

気軽にお立ち寄りください。

と　き　5 月 27 日(土)

　　　　9:30 〜 11:30

ところ　福井運動公園

受　付　県営体育館入口(外側)

参加費　無　料

準備物　各競技ができる服装・

　　　　シューズなどを持参

問合先　(財)県体育協会事務局

　　　　34-2719

休

生涯スポーツフェスタを
開催

生涯スポーツフェスタを
開催

競
　
　
技

①バウンドテニス

②エスキーテニス

③パワーリフティング

④武術太極拳

⑤トライアスロン

⑥グラウンドゴルフ

⑦エアロビック

⑧トランポリン

⑨インディアカ

⑩還暦軟式野球

無料法律相談所 
開設します 
無料法律相談所 
開設します 

　ダンベルを使った体操やリ

ズム体操を行います。

　さわやかな汗を流してみま

しょう。

と　き　5 月 26 日 (金)

　　　　10:00 〜 11:00

　　　　以降、毎週金曜日

　　　　10 回開催

ところ　丸岡体育館

　　　　3 階トレーニング

対　象　一般女性

定　員　20 人

受講料　2,000円(保険料含む)

締　切　5 月 19 日 (金) 

　　　　※定員になり次第、

　　　　　締め切り

　詳しくは、下記まで。

申込・問合先　丸岡体育館

　　　　　　　 66-8920

さわやかシェイプアップ

教室開催
　県では、坂井北部丘陵地農

業経営体育成モデル事業とし

て、坂井北部丘陵地で企業的

な農業（園芸）に取り組む農業

者の企業化などを支援します。

支援内容　・農業者の企業化

　　　　　　（法人化）

　　　　　・一般企業の農業

　　　　　　分野への進出

受付期間　平成18年度の事

業採択を希望され

る人は、5月31日

(水)までに事業計

画書を坂井市農林

水産課へ提出

　詳しくは、下記まで。

問 合 先　県農畜産課坂井北

　　　　  部丘陵地対策チーム

　　　　 20-0433

　市レクリエーション協会では、坂井市誕生を記念し、健康ウ

オークを企画しました。

　新緑の東尋坊荒磯遊歩道をみんなで一緒に歩いてみませんか。

　みなさん奮って参加ください。

と　　き　5 月 28 日 (日)　9:00 受付　※小雨決行

集合場所　三国運動公園管理事務所横駐車場

ル ー ト　

募集定員　50 人※定員になり次第締め切り。小学生は保護者同

伴で参加ください

参 加 料　一人 200 円（保険料を含む）当日、受付にて徴収

　弁当・飲み物・雨具など準備してください。また、今回のル

ートには途中、坂道・階段があるため車イスでの参加はご遠慮

ください。

　申し込みなど、詳しくは下記まで。

申込・問合先　市レクリエーション協会事務局　岸本　 66-1648

　バウンドテニスは、子供から年配の方まで気軽に楽しめるス

ポーツです。

　健康のための生涯スポーツに、また競技スポーツとして、あ

るいは、仲間づくりに始めてみませんか。

・興味のある人は、練習日に各体育館へお越しください。

・ラケットはお貸しします。

・シューズ・タオル・飲み物などをお持ちください。

坂井北部丘陵地で
企業的な農業に
取り組んでみませんか！

　オリエンテーリングや野外

炊さん、キャンプファイヤー

など野外活動実習を行います。

と　き　6月10日(土)〜11日(日)

ところ　県立奥越高原青少年

自然の家

　　　　(大野市六呂師高原)

参加費　3,000円

　　　　(食事と保険料など)

対　象　次のいずれかに該当

する人（定員20人）

　　　　①野外活動や青少年指

導に意欲のある人

　　　　②学校、子供会などで

指導にあたる人など

　詳しくは、下記まで。

問合先　県立奥越青少年自然の家

　　0779-67-1321

大人のための
アウトドア教室市営住宅入居者を募集市営住宅入居者を募集市営住宅入居者を募集

町　名

三　国

春　江

坂　井

　　団地名

三国東団地

水居団地

江留上大和団地

朝日団地

部　屋

3DK(5階)

3DK(2階)

2K(2階)

3DK(2階)

3DK(3階)

2DK(3階)

家　賃

18,800円〜

21,500円〜

8,200円〜

18,100円〜

50,000円〜

19,200円〜

新緑の東尋坊荒磯遊歩道を
歩いてみませんか！健康ウオーク参加者を募集健康ウオーク参加者を募集

バウンドテニスを
始めてみませんか？ 教室生を募集教室生を募集

坂井市
体育協会競技協会からのお知らせ坂井市
体育協会競技協会からのお知らせ坂井市
体育協会競技協会からのお知らせ坂井市
体育協会競技協会からのお知らせ

教室名

ところ

と　き

会　費

問合先

三国教室

三国体育館

毎週火曜日19：30〜22：00

　　　　　　3,000円＋保険料1,500円 

 　82-3018（石谷）
 　82-4513（道端）

春江教室

春江Ｂ＆Ｇ海洋センター

毎週金曜日19：30〜21：30

 　51-0637（玉川）
 　51-0737（平浜）

15 14

海浜自然公園（11:30 ごろ到着。昼食・
レクリエーションし、13:30 出発）

別ルートで運動公園へ
(15：00着予定)

三国運動公園出発
(9:15)

東尋坊
( 休憩 )

　荒磯遊歩道　 　荒磯遊歩道　
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『旧京福電車丸岡線 高架の名残』
（坂井町福島）

昔、この線路を

またいでいた

もう一つの線路。

なくなった今も――

この高架の名残をみると

プラットホームでの

淡い初恋の思い出が

僕の胸の中に

よみがえるんだ…。
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